
＜修　繕＞

1 修繕名称 　横須賀市健康安全科学センター無停電電源装置更新

2 施行場所   横須賀市日の出町 2丁目14番地

3 修繕物件 　無停電電源装置

4 修繕内容

・別紙「健康安全科学センター無停電電源装置更新修繕特記仕様書」
のとおり

・参考物品として指定した機種以外の物品を納品しようとするときは、質
問書送付マニュアルに沿って、下記の項目を明示した質問書を作成し、
質問書締切日時までに電子入札システムで送付して承認を得ること。承
認されない場合は、参考物品以外での納品はできない。
　＊当該物品の製造（販売）元及び品番
　＊当該物品のカタログ等の写し（仕様が明示された箇所のみ）

5 履行期間 　契約の日から平成 31年  1月 31日まで

6 特記事項

・別紙「健康安全科学センター無停電電源装置更新修繕特記仕様書」
のとおり
・入札前に納入場所の現地確認を希望する場合は、事前に下記の連絡
先まで連絡し日程調整を行うこと。

7 契約方法 　総価による物件修繕請負契約

　１　部分払い：しない　

　②　修繕完了後、一括払い

9 施行監理 　現場及び技術的事項を監理する責任者をおくこと。

10 その他事項 　この仕様書に定めのない事項及び疑義を生じた場合は、別途協議するものとする。

11 連　絡　先 　健康安全科学センター総務・管理係　伊丹 譲　８２２－４０５７　

仕様書でグリーン物品購入の指示がある場合は、横須賀市グリーン購入基本方針及び
調達方針に基づく環境物品等を納入すること。また、仕様書で特に指示がない場合で
請負代金に物品等の購入経費が含まれている場合は、できるだけこの方針に基づく環
境物品等の調達をお願いします。
（上記方針については、本市のホームページ「よこすかのグリーン購入」参照）
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グリーン購入



健康安全科学センター無停電電源装置更新修繕 特記仕様書 
 
 
１ 物件概要 
  本修繕は健康安全科学センターの経年劣化した無停電電源装置を更新するものとする。 
 
２ 物件内容 
（１）新規無停電電源装置の据付 

・据付位置は既設と同じ位置とする 
（２）配線接続及び検査・試験調整 

・既設一次・二次側電源配線の離線・再接続 
・外観・構造・性能検査 
・その他必要な検査 

（３）既設無停電電源装置の撤去処分（蓄電池 36 個共） 
 
３ 物件詳細 
  新規無停電電源装置の仕様は以下のとおり。 
（１）定格容量 7.5KVA 
（２）運転方式 商用同期型常時インバーター給電 
（３）交流入力 三相 3 線 200V 50Hz 
（４）交流出力 三相 3 線 200V 50Hz 
（５）停電補償時間 10 分 
（６）交流出力切換方式 商用同期無瞬断切換方式 
 
４ 納入場所 
  横須賀市日の出町 2 丁目 14 番地  横須賀市健康安全科学センター 
 
５ 既設無停電電源装置仕様 
  東京三菱電機産業システム製 MELUPS2033M-A 
  定格容量 7.5KVA 
  交流入力 三相 3 線 200V 50Hz 
  交流出力 三相 3 線 200V 50Hz 
  停電補償時間 15 分 
   
６ 参考物品 
  ・三菱電機株式会社 MELUPS2133C 
  ・株式会社 YAMABISHI STF-7.5SHA 
  ・株式会社日立製作所 HIVERTER-UP101es 



 
7 その他 
（１）詳細仕様等は、打合せ及び承諾図により決定する。また、本仕様書のうち機器等の

形式などは参考として示したものであるので、製作、設計の際十分検討するととも

に、承諾図にて監督員の承諾を得ること。 
（２）改造による対応は不可とする。 
（３）参考物品以外の装置にあっては、本案件の質問の締切日までに製造者、型番、仕様

書等を提示し承認を得ること。 
（４）更新物件について、保証期間を設けることとする。その期間は発注者の検査合格の

日より１年間とし、受注者は保証期間内に発生した故障については無償で修理する

こと。 
（５）本更新については、関係法令に従い、必要事項を受注者の責において実施すること。 
（６）作業工程については発注者と受注者が協議の上決定する。 
（７）撤去品は、請負者の責任において適正に処分またはリサイクルすること。 
（８）更新にあたり機器設置固定金具、配線等の部品代は修繕費に含めるものとする。 
（９）無停電電源装置への入力電源は、商用電源と非常用発電機（ヤンマーエネルギーシ

ステム㈱ 三相 3 線 200V 50Hz 定格出力 20KVA）である。 
（10）完成図書を計２部、発注者による検査の際に提出すること。 
（11）この仕様書及び各図面に記載されていない事項であっても、新たに必要があると認

められるものについては、発注者と受注者が別途協議することとする。 
（12）装置に異常や故障の連絡を受けた時には、迅速に対応可能な営業所、代理店がある

メーカー製であること。 
（13）装置の搬入にあっては屋外駐車場と建物下の駐車場の利用を認める。しかし、建物

の下の駐車場は車高制限 2.7ｍにつきクレーン、リフト等使用の場合は十分注意して

作業に当たること。なお、建物等に損害を与えたときは受注者の責で速やかに修復

すること。 






